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声明「地域と国の発展を支え、
世界をリードする国立大学!!」を公表
　　
　平成16年度の国立大学法人化以来10年が経過しました。
国立大学協会では、これからの我が国の社会・経済の長期
的な動向を見据え、国立大学の将来ビジョンと主体的な改
革の方向性を自ら明らかにするため、基本的な考え方を会
長声明としてまとめました。
　今後さらに検討を進め、具体的なアクション・プランを策
定する予定です。
　　　　
【声明の概要】
すべての国立大学は
地域の「文化・社会・経済」を支える拠点
・地域の文化、社会、経済の発展に貢献します。
・地域創生に貢献します。
・地域の拠点機能を充実します。

すべての国立大学は
社会・世界に開かれた「学生の学び場」
・高度な学びの場を提供します。
・世界に挑戦するたくましい学生を育成します。
・安定的に優れたサービスを提供します。
・社会とともに学生を育成します。

すべての国立大学は
多様な価値を創造する「研究の源泉」
・多様な知を創造します。
・イノベーションを創出します。
・我が国の研究水準を高め世界をリードします。
　　　　
（詳細は、
http://www.janu.jp/news/teigen/20141219-y-018.html）

【特集】国立大学改革の新局面

ガバナンス改革
Episode 1
次世代型運営改革
秋田大学
Episode 2
学長主導の改革推進
長崎大学

Opinion
前立命館アジア太平洋大学長
学校法人立命館評議員・理事補佐
立命館大学国際平和ミュージアム館長

モンテ・カセム

発見！国立大学
Study & Products
帯広畜産大学
福島大学
東京学芸大学
横浜国立大学
三重大学
神戸大学
広島大学
熊本大学

今、学生は！
弘前大学／弘大囃子組
東京医科歯科大学／田代 燦さん
名古屋工業大学／ロボコン工房
徳島大学／武知実波さん

国
立
大
学

13

国大協の動き（平成26年12月～27年3月）

上記の内容については国大協ホームページ
（http://www.janu.jp/）からもご覧いただけます。

　健全な大学経営のためのガバナンス改革が求められておりますが、大学が自由
な発想で自律的かつ自己責任の下に、学生ひいては社会に対して責任を取りうる
高質な教育・研究を推進するためのガバナンスとは如何なるものでしょうか。少な
くとも、学長の鶴の一声で物事が決定されるようなものではないはずです。
　大学のステークホルダーは学生と社会であり、将来、社会で活躍し、社会と自
分を幸せにする能力を修得させる行為が教育でありましょう。大学には社会のリー
ダー的人材の育成が期待されており、大学教員には、良識と指導力、経営感覚そ
して学生と大学に対する責任感が求められます。学校教育法と国立大学法人法が
改正されるに至った理由は、教育を司る教授会が社会に見える形でステークホル
ダーのニーズを汲み取るなどの機能を十分に果たしてきたとは言い難いこと、言い
換えれば、教授会と学長・役員会の意識の共有が不十分であったことによると考
えます。
　改革を速やかに進めるために、学長の権限強化、ガバナンス強化は必要ですが、
学長が予算や人事権を掌握しても、教授会の意識が学長と同じベクトルになければ、
改革をしても形だけのものとなり、学生・社会に責任を取りうる教育には至りません。
ガバナンス強化は、学長の押しつけではなく、学長が教職員との意識共有を図ること、
そして結論が出ない際の学長の決断を支えるものにするべきでありましょう。その
意味で、改正学校教育法は、まさに学長の力量を厳しく問うも
のであります。
　今号では、学長のリーダーシップによる大学改革の取り組み例
をご紹介します。

「科学研究の健全性向上のための共同声明」を発出

　　　
声明「地域と国の発展を支え、
世界をリードする国立大学!!」を発出

　　　
国立大学法人等若手職員勉強会

　　　
臨時学長等懇談会

　　　
第５回理事会

　　　
新規理事・事務局長就任予定者研修会

第3回通常総会

国
立
大
学
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革
の
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局
面

グローバル化

イノベーションの創出Ⅰ

イノベーションの創出Ⅱ
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脇口 宏（高知大学長）
平成26年
 12月11日

 12月16日

 12月18日
 ～19日

平成27年
 1月23日

 2月13日

 2月26日
 ～ 27日

 3月5日

　

（主に経営面を審議） （主に教学面を審議）

国立大学法人のガバナンス体制

学 長

役員会

理事経営協議会 教育研究評議会
民間的発想による
トップマネジメント学内外の有識者 教学に関する

学内の代表者

監 事
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２
０
１
４
年
６
月
、
学
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
学
校
教
育
法
と
国
立
大
学
法
人

法
が
改
正
さ
れ
た
。
法
人
化
か
ら
10
年
、
教
育
、
研
究
そ
し

て
社
会
貢
献
に
お
い
て
、
確
実
に
成
果
を
上
げ
て
き
た
国
立

大
学
に
、
な
ぜ
今
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
な
の
か
。
長
引
く
不

況
か
ら
日
本
が
再
興
す
る
た
め
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
力

強
く
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
さ
ら
に
大
学
を
改
革
し
、

国
際
的
に
通
用
す
る
人
材
育
成
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
、

地
域
活
性
化
な
ど
を
目
に
見
え
る
成
果
と
し
て
出
す
こ
と
が

強
く
望
ま
れ
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
。
今
回
は
、
社
会
の
ニ
ー

ズ
を
汲
み
取
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
大
胆
に
取
り
入
れ
た
秋
田
大

学
を
紹
介
す
る
。

　

２
０
１
４
年
４
月
、
秋
田
大
学
に
新
設
さ
れ
た
「
国
際

資
源
学
部
」。
こ
こ
に
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
導
入
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
学
内
者
中
心
の
学
部
運
営
を
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
１
つ
で
あ
る
実
業
家
や
学
外
研
究
者
が
約
半
数
を
占

め
る「
連
携
運
営
パ
ネ
ル
」で
行
う
と
い
う
も
の
だ
。こ
の「
連

携
運
営
パ
ネ
ル
」
は
２
つ
の
「
カ
ウ
ン
シ
ル
」
か
ら
構
成
さ

れ
、「
教
育
研
究
カ
ウ
ン
シ
ル
」
は
教
育
課
程
の
編
成
な
ど

教
育
研
究
に
関
す
る
重
要
な
事
項
を
、「
学
部
運
営
カ
ウ
ン

シ
ル
」
は
組
織
の
設
置
・
廃
止
や
予
算
な
ど
運
営
に
関
す
る

重
要
な
事
項
を
審
議
す
る
。
さ
ら
に
、
教
授
会
は
学
位
授
与

や
試
験
な
ど
学
生
個
人
に
関
す
る
教
学
面
と
「
連
携
運
営
パ

ネ
ル
」
か
ら
付
託
さ
れ
た
専
門
的
事
項
を
審
議
す
る
。

　

澤
田
賢
一
学
長
は
「
連
携
運
営
パ
ネ
ル
」
の
効
果
を
こ
う

話
す
。

国
際
資
源
学
部
に
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

「
連
携
運
営
パ
ネ
ル
」を
導
入

澤田賢一 学長
北海道大学医学部卒業。専門は血液内
科学。北海道大学医学部附属病院講
師・同医学部教授、秋田大学医学部教
授、同大学院医学系研究科長を経て、
2014年学長に就任。「澤田ビジョン」を
掲げて独創的な大学改革に挑戦する。

EP
ISO

D
E 1

次
世
代
型
学
部
運
営「
連
携
運
営
パ
ネ
ル
」で

大
学
改
革
を
推
進
す
る
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」と「
信
頼
」こ
そ
が

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
要
と
な
る
。

秋
田
大
学

 次世代型
 運営改革

特  
集

国
立
大
学
改
革
の
新
局
面

─

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
　   

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
で
進
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す
る
大
学
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理想の大学経営はお金を稼ぐ事ではなく、良い教員を揃え、良い学生を育てて社会に貢献することだと語る澤田学長。



Episode 1 次世代型学部運営「連携運営パネル」で大学改革を推進する。── 秋田大学

　
「
大
学
運
営
の
意

思
決
定
に
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ

る
学
外
の
方
々
を

入
れ
る
こ
と
は
と

て
も
重
要
で
す
。

社
会
の
声
を
学
部

運
営
に
反
映
で
き

る
と
と
も
に
、
意

思
決
定
の
迅
速
化
、

透
明
化
が
図
れ
ま

す
。
ま
た
、
社
会

へ
の
説
明
責
任
や
、

学
長
の
暴
走
を
止

め
る
の
に
も
役
立

ち
ま
す
」

　

ま
た
、「
連
携
運

営
パ
ネ
ル
」
と
「
教
授
会
」
が
役
割
を
分
担
し
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
な
運
営
に
徹
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
学
部
運
営

に
時
間
を
割
か
れ
て
い
た
多
く
の
教
員
が
教
育
研
究
に
専
念

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
言
う
。

　

秋
田
大
学
の
新
た
な
取
組
は
、
こ
れ
ま
で
国
立
大
学
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
課
題
と
言
わ
れ
て
き
た
社
会
の
ニ
ー
ズ
の
汲
み

取
り
や
速
や
か
な
意
思
決
定
な
ど
を
一
気
に
解
消
し
う
る
、

画
期
的
な
も
の
に
映
っ
た
。

　

し
か
し
、
学
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
環
境

を
整
え
た
と
し
て
も
、
教
職
員
が
そ
れ
に
共
感
し
動
か
な
け

れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
。
澤
田
学
長
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
う
ま

く
機
能
す
る
秘
訣
を
こ
う
話
す
。

　
「『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』と『
信
頼
』。こ
れ
な
く
し
て

改
革
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。秋
田
大
学
は
、
国
際
資
源
学
部
だ

け
で
な
く
、ど
の
学
部
も
改
革
に
協
力
的
で
す
」。学
部
を
越

え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
設
け
、連
携
を
強
化
す

る
試
み
は
、
す
で
に
医
学
部
と
理
工
学
部
で
始
ま
っ
て
い
る
。

　
「
私
が
学
長
に
な
っ
て
か
ら
医
学
部
、理
工
学
部
の
教
員
が

一
緒
に
議
論
す
る
医
理
工
連
携
〝
夢
を
語
る
会
〟
を
作
り
ま

し
た
。医
学
部
の
教
員
は
医
療
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
よ
く
知
っ

て
い
ま
す
。理
工
学
部
の
教
員
と
協
力
す
れ
ば
、
新
た
な
も

の
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

一
方
、
澤
田
学
長
は
、
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
も
熱
心
だ
。
定
期
的
に
学
生
を
学
長
室
に
招
き
、
懇
談
会

を
開
催
し
、
学
生
の
似
顔
絵
を
描
き
な
が
ら
話
を
聞
く
。

　
「
大
学
運
営
に
と
っ
て
、
学
生
の
考
え
を
知
る
こ
と
は
と

て
も
重
要
で
す
。
学
生
は
皆
、
物
事
を
真
摯
に
考
え
て
い
る

の
で
す
。
だ
か
ら
大
学
は
学
生
が
い
る
か
ら
存
在
し
ま
す
」

　

大
学
院
医
学
系
研
究
科
長
の
時
代
か
ら
描
き
続
け
た
学
生

の
似
顔
絵
は
、
今
で
も
澤
田
学
長
の
宝
物
だ
と
言
う
。

　

ガ
バ
ナ
ン
ス
は
大
学
を
運
営
す
る
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な

い
。
そ
れ
を
活
か
し
て
大
学
は
何
を
成
す
の
か
。
澤
田
学
長

は
、
理
想
の
大
学
経
営
を
こ
う
語
る
。

　
「
大
学
に
お
け
る
良
い
経
営
は
、
ど
れ
だ
け
お
金
を
稼
い

だ
か
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
れ
だ
け
良
い
教
員

を
揃
え
、
ど
れ
だ
け
良
い
学
生
を
受
け
入
れ
育
て
ら
れ
る
か
。

そ
の
結
果
、
社
会
に
認
め
ら
れ
る
貢
献
が
ど
れ
く
ら
い
で
き

た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。ま
た
、大
学
の
持
つ
多
様
性
は
重

要
で
す
。世
の
中
は
絶
え
ず
動
き
、い
つ
違
う
風
が
吹
く
か

分
か
り
ま
せ
ん
。吹
い
て
い
る
風
に
い
つ
で
も
対
応
で
き
る

よ
う
、各
々
が
自
ら
を
磨
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
一

方
、大
学
は
、す
ぐ
に
成
果
が
出
な
い
こ
と
で
も
、教
員
が
腰

を
据
え
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　

２
０
１
４
年
11
月
、「
澤
田
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
４
」
が
公

表
さ
れ
た
。「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
連
携
」「
国
際
化
」
を

４
本
柱
に
、
激
動
す
る
明
日
に
向
け
、
社
会
を
支
え
る
し
た

た
か
さ
と
柔
軟
さ
を
持
っ
た
個
性
的
な
人
材
を
輩
出
し
、
秋

田
と
日
本
の
明
る
い
未
来
を
創
出
す
る
と
い
う
も
の
。
澤
田

学
長
率
い
る
秋
田
大
学
の
挑
戦
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
「
ま
ず
は
、
教
職
員
が
前
を
向
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
に

専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
た
い
。
そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の

大
学
人
が
自
分
の
専
門
分
野
で
ト
ッ
プ
を
目
指
し
努
力
し
続

け
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
“
い
ぶ
し
銀
”
の
よ
う
な
存
在
感

が
あ
る
地
方
の
名
門
大
学
を
目
指
し
ま
す
」

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
信
頼
を
持
っ
て
突
き
進
む
澤
田
学

長
に
、
学
内
外
か
ら
熱
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」と「
信
頼
」で

大
学
を
挙
げ
て
改
革
を
推
進

最
も
大
切
な
こ
と
は
教
育
と
研
究
に
よ
る

社
会
貢
献
、
そ
し
て
多
様
性

「
澤
田
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
４
」。

し
た
た
か
さ
と
柔
軟
さ
で
未
来
を
創
る

学　長

学 部 長

【教 授 会】

【教育研究カウンシル】 【学部運営カウンシル】・学生個人に
  関する教学面
・連携運営パネルから
  付託されたこと

・ 教育研究に関する重要なこと
・ 教育課程の編成
・ 教員の採用及び昇任等
・ 教育研究に関する規程等

・ 運営に関する重要なこと
・ 重要な組織の設置・廃止
・ 予算
・ 運営に関する規程等

【連携運営パネル】
（構成員　学外の専門家・研究者＋学部代表教員）

付託 提案
【 学 内 の 委 員 会 】

秋田大学のガバナンス体制

審
議
事
項

審
議
事
項

審
議
事
項

上：学長室で学生と歓談する澤田学長。
下：澤田学長が描いた学生の似顔絵。
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片
峰
学
長
が
就
任
し
て
最
初
に
行
っ
た
こ
と
。
そ
れ
は
、

山
積
み
の
難
題
に
対
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
以
下

W
G
）
を
設
置
し
て
、
大
学
と
し
て
の
意
思
決
定
を
素
早
く

出
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
た
こ
と
だ
。

　
「
本
学
に
は
、
附
属
病
院
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
し

て
も
大
学
本
体
と
切
り
離
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の

ラ
イ
ン
作
り
が
意
外
に
う
ま
く
い
き
ま
し
た
」

　

こ
れ
が
、
学
長
主
導
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
引
き
金
に

な
っ
た
。
２
０
０
８
年
に
「
大
学
病
院
改
革
検
討
W
G
」

を
立
ち
上
げ
、
翌
年
に
は
医
学
部
附
属
病
院
か
ら
大
学
病
院

へ
の
改
組
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
予
算
及
び
人
事
を
大
学
本
体
か

EP
ISO

D
E 2

学
長
主
導
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
で
推
進
す
る

長
崎
大
学
モ
デ
ル
の「
学
士
教
育
改
革
」

学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
実
現
す
る
教
養
教
育
で

地
域
か
ら
世
界
に「
個
性
」の
光
を
放
つ
。長

崎
大
学

大
学
病
院
改
革
で
見
せ
た
手
腕
が

「
学
士
教
育
改
革
」を
導
く

学長主導の 
  改革推進

　

法
人
化
か
ら
10
年
、
国
立
大
学
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
ど
の
大
学
も
競
争
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の
改
革
が
要

求
さ
れ
、
自
主
的
・
自
律
的
な
機
能
強
化
を
目
指
し
て
き
た
。

　

経
済
産
業
省
が
打
ち
出
し
た
「
社
会
人
基
礎
力
」、
文
部

科
学
省
が
定
義
し
た
「
学
士
力
」
な
ど
、
大
学
教
育
に
求
め

ら
れ
る
期
待
は
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
い
る
。
国
立
大
学
の

学
長
が
、
い
か
に
し
て
学
長
主
導
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
確

立
し
、
迅
速
な
改
革
を
推
進
で
き
る
か
が
最
大
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
今
、
長
崎
大
学
の
「
学
士
教
育
改

革
」
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
「
国
立
大
学
の
法
人
化
は
大
変
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
地
方

の
大
学
に
と
っ
て
１
つ
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
と
考
え
た

の
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
長
崎
大
学
改
革
の
舵
取
り
を
任
さ
れ
た

片
峰
茂
学
長
。

片峰 茂 学長
長崎大学医学部卒業、東北大学大学
院医学研究科修了。専門はウイルス
学。米国国立癌研究所国際研究員、
長崎大学医歯薬学総合研究科教授、
副学長、理事を経て、2008年学長に
就任。2014年、国立大学協会副会長
に就任。

大胆な学士教育改革で長崎から国際社会のリーダーとなる人材を輩出する、と意欲を燃やす片峰学長。

特  
集

国
立
大
学
改
革
の
新
局
面

─

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
　   

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
で
進
化
す
る
大
学
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ら
独
立
さ
せ
た
こ
と
で
、
病
院
経
営
指
標
が
劇
的
な
改
善
を

見
せ
た
。

　

長
崎
大
学
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
に
お
け
る
W
G
は
、
学

内
外
か
ら
人
選
さ
れ
た
有
識
者
６
～
８
人
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
W
G
を
①
大
学
の
経
営
・
運
営
に
関
す
る

事
項
、
②
業
務
遂
行
戦
略
の
策
定
、
③
教
育
研
究
に
関
す
る

事
項
な
ど
の
お
よ
そ
３
つ
の
ラ
イ
ン
に
分
け
、
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
意
見
を
大
学
運
営
に
迅
速
に
反
映
す
る
。
こ
の
プ
ロ

セ
ス
は
常
に
オ
ー
プ
ン
で
、
１
つ
の
テ
ー
マ
に
対
し
１
つ
の

W
G
が
立
ち
上
が
る
と
約
３
ヵ
月
で
、
具
体
的
な
形
に
な
っ

て
い
く
と
い
う
。
さ
ら
に
、
広
報
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
な

ど
は
民
間
の
専
門
家
に
委
託
す
る
。
学
外
の
人
材
を
入
れ
る

こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
国
立
大
学
に
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
ま

た
部
局
と
の
意
思
の
疎
通
を
図
り
、
部
局
長
の
所
信
表
明
を

皆
で
共
有
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

業
務
を
ラ
イ
ン
化
し
、
学
長
に
責
任
と
権
限
を
集
中
さ
せ

る
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
、「
学
士
教
育
改
革
」
を
進
め
る
原
動

力
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
８
年
に
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
「
学
士
課
程
教
育

の
構
築
に
向
け
て（
答
申
）」が
出
さ
れ
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
、問
題
解
決
力
な
ど
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
を
含
む「
学

士
力
」
の
質
保
証
が
強
調
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
長
崎
大
学
は
総
合
大
学
で
は
あ
る
が
理
学
部
、

文
学
部
、
法
学
部
な
ど
の
学
部
が
な
い
。「
学
士
力
」
を
高

め
よ
う
に
も
、
多
様
な
学
部
の
あ
る
総
合
大
学
と
同
じ
よ
う

に
は
い
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
学
内
で
３
年
に
及
ぶ
議
論
が

行
わ
れ
た
。
そ
う
し
て
出
た
結
論
が
、
長
崎
大
学
モ
デ
ル
の

教
養
教
育
を
作
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
「
全
学
教
育
検
討
W
G
」、「
新
し
い
教
養
教
育
の
具
体
像

作
成
W
G
」
が
次
々
立
ち
上
げ
ら
れ
、「
全
学
共
通
学
士
像
」

及
び
「
長
崎
大
学
教
養
教
育
理
念
」
を
策
定
し
、
独
自
の
教

養
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
完
成
。
２
０
１
２
年
、「
モ
ジ
ュ
ー

ル
方
式
」
に
よ
る
、
ま
っ
た
く
新
し
い
教
養
教
育
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

モ
ジ
ュ
ー
ル
と
は
あ
る
テ
ー
マ
で
独
自
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

さ
れ
た
科
目
群
の
こ
と
で
、
学
生
は
興
味
の
あ
る
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
１
つ
を
選
択
す
る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
主

体
と
し
た
「
学
生
参
加
型
の
授
業
」
で
、
１
年
半
に
わ
た
っ

て
学
部
の
垣
根
を
越
え
た
学
生
と
教
員
の「
学
び
の
共
同
体
」

が
形
成
さ
れ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
の
た
め
に
英
語
力
強
化
に
も
力

を
入
れ
、
各
学
部
で
卒
業
時
の
T
O
E
I
C
の
目
標
値
を

設
定
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
１
４
年
に
は
「
多
文
化
社
会
学

部
」
を
新
設
。
専
門
科
目
を
英
語
で
学
ぶ
授
業
、
海
外
へ
の

短
期
留
学
必
修
化
、
教
員
の
多
国
籍
化
な
ど
、
学
士
教
育
改

革
の
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ス
と
し
て
、
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

長
崎
大
学
の
掲
げ
る
「
全
学
共
通
学
士
像
」
は
、「
研
究

者
や
専
門
職
業
人
と
し
て
の
基
盤
的
素
養
を
持
ち
、
自
ら
学

び
、
考
え
、
行
動
し
、
地
球
や
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
」。

逆
転
の
発
想
か
ら
生
ま
れ
た

長
崎
大
学
モ
デ
ル
の
教
養
教
育

長
崎
大
学
の
個
性
や
強
み
を
活
か
し
、

世
界
で
も
輝
く
人
材
を
育
成
す
る

学　長

学長室

監事（2人）
【役 員 会】

大学全体の最終的な意志決定機関
［学長、理事6人］

【経営協議会】
大学の経営に関する重要事項の審議機関
［学外委員10人、学内委員10人］

【連絡調整会議】
学部等間の連絡調整

学長、理事6人、部局長等18人

【部局】

【教育研究評議会】
教育研究に関する重要事項の審議機関
［学長、理事5人、部局長等19人］

【役員懇談会】
大学の経営・運営に係る
重要事項（毎週火曜日）

［学長、理事6人、監事2人、
学長特別補佐1人］

【学長・副学長会議】
業務遂行戦略の策定（毎週火曜日）
［学長、理事6人、副学長9人］

長崎大学のガバナンス体制

計
画
評
価

教
務

研
究
企
画

福
島
復
興

広
報

情
報

学
生

入
試

産
学
連
携

生
命
科
学

国
際
交
流

環
境
施
設

男
女
共
同
参
画

学
部

研
究
所

研
究
科

病
院
等

企画立案機能：
懸案ごとに外部

有識者を含むワーキング
グループを設置し、
学長に申告

主要会議出席、
全部局業務監査及び
学長への提言

全学委員会

連絡
調整

事務局各課

多文化社会学部の研究棟に設置された「多文化ラウンジ」。ここではディ
スカションや映画鑑賞などを行う英語カフェが毎日開かれるほか、コー
チングフェローが常駐して学習相談にものってくれる。



ジ
ュ
ー
ル
と
は
、
例
え
ば
、
標
準
型
車
イ
ス
を
利
用
者
に
合

わ
せ
て
、
部
品
交
換
可
能
な
車
イ
ス
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
、

と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
多
様
な
現
場

で
実
践
的
に
使
え
る
能
力
が
必
要
な
の
で
す
」
と
話
す
。
片

峰
学
長
と
「
学
士
教
育
改
革
」
を
推
し
進
め
て
き
た
理
解
者

の
言
葉
だ
。

　

長
崎
大
学
の
教
養
教
育
改
革
や
「
多
文
化
社
会
学
部
」
の

設
置
な
ど
、
改
革
が
成
功
し
た
の
は
、
学
長
の
決
断
力
と
そ

れ
を
実
現
す
る
組
織
体
制
を
構
築
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
今

後
、
国
立
大
学
で
は
、
各
大
学
の
強
み
や
特
色
を
最
大
限
に

活
か
し
、
世
界
に
開
か
れ
た
教
育
・
研
究
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
く
る
。
長
崎
大
学
は
、
歴
史
的
に
熱
帯
医
学
・
感

染
症
、
放
射
線
健
康
リ
ス
ク
、
海
洋
資
源
・
環
境
に
関
す
る

学
術
分
野
を
長
年
に
わ
た
り
リ
ー
ド
し
て
き
た
。

　

片
峰
学
長
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
食
料
問
題
、
環
境
破

壊
、
感
染
症
な
ど
、
今
や
世
の
中
は
地
球
規
模
で
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
に
溢
れ
て
い
る
。
地
域
に
根
ざ
し
た

研
究
で
も
、
世
界
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
ん
で

す
」
と
語
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
取
組
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、

２
０
１
５
年
度
に
は
、別
々
の
研
究
科
に
あ
る
、熱
帯
医
学
専

攻
と
国
際
健
康
開
発
専
攻
を
統
合
し
、「
熱
帯
医
学
・
グ
ロ
ー

バ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
科
」
を
新
設
す
る
。さ
ら
に
、
２
０
１
６
年

度
は
本
学
、
千
葉
大
学
及
び
金
沢
大
学
に
よ
る
共
同
大
学
院

学長主導のガバナンス体制で推進する長崎大学モデルの「学士教育改革」── 長崎大学Episode 2

地
球
上
の
ど
こ
へ
行
っ
て
も
輝
く
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
だ
。

「
学
士
教
育
改
革
」
の
原
点
は
す
べ
て
そ
こ
に
あ
る
。

　

片
峰
学
長
は
こ
う
話
す
。

　
「
人
材
育
成
に
求
め
ら
れ
る
の
は
多
様
性
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
地
方
大
学
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
の
最
西
端
に
あ
っ
て
大
陸
を
見
据
え
、
西
洋
文
化
や
西

洋
医
学
伝
来
の
窓
口
で
あ
っ
た
出
島
を
有
し
、
原
爆
被
爆
地

で
あ
る
長
崎
は
、
歴
史
・
文
化
・
地
理
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
本
学
は
、
実
学
が
多
く
、
現
場
に
強
く
、
行
動
力
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
危
機
に
強
く
、
東
日
本
大
震
災
と
そ
の

後
の
福
島
原
発
事
故
に
も
、
ど
の
大
学
よ
り
も
早
く
現
場
に

か
け
つ
け
、
支
援
活
動
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
性
と
特
性
を

大
学
の『
個
性
』と
し
て
活
か
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
。
我
々

が
目
指
す
の
は
世
界
に
個
性
の
光
を
放
つ
地
方
総
合
大
学
で

す
」

　

片
峰
学
長
を
側
で
支
え
る
松
坂
誠
應
理
事
・
副
学
長
は
、

「
学
ぶ
力
、
考
え
る
力
、
関
わ
る
力
、
表
現
す
る
力
」
を
育

成
す
る
こ
と
こ
そ
が
教
養
教
育
の
基
本
だ
と
言
う
。
こ
う
し

た
力
を
養
う
モ
ジ
ュ
ー
ル
方
式
に
関
し
、
松
坂
理
事
・
副
学

長
は
「
長
く
リ
ハ
ビ
リ
の
研
究
に
関
わ
っ
て
き
た
私
は
、
モ

「
先
進
予
防
医
学
共
同
専
攻
」
を
設
置
す
る
予
定
だ
。

　

自
ら
の
「
個
性
」
を
活
か
し
、
長
崎
な
ら
で
は
の
研
究
成

果
と
人
材
を
育
成
し
、
そ
れ
を
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
長

崎
大
学
。
学
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
大
学
改

革
は
さ
ら
に
続
く
こ
と
だ
ろ
う
。
地
域
か
ら
世
界
へ
。
長
崎

大
学
の
今
後
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
が
生
む
学
士
教
育
改
革
で

地
方
か
ら
世
界
に
貢
献
す
る

長崎大学ブランド
グローバル学士像

世界標準
学士課程教育創生

国際レベル
語学力創生

世界標準
学部システム創生

長崎大学の学士教育改革
2011 2012 2013 2014 2015 2016

世界標準学部システムの実現
・可塑性に富む教員所属組織
・学長主導組織運営
・教員と学生の多国籍化
・授業の英語化　など

新学部設置
「多文化
 社会学部」

既存学部
システム改革

長崎大学主体的学修促進支援システム（LACS）
・主体的な学修促進・支援
・学生と教員のコミュニケーション促進
・学修履歴、成果の可視化と共有
・ジェネリックスキル形成の可視化

主体的語学学習支援システム
（NU-CALL）

・モジュール方式の採用
・教養教育履修単位数大幅増
・Active Learning の全面導入

・語学教育マネジメントの一元化
・専任英語教育倍増

・入学から卒業までの英語一環教育
・TOEIC®テスト目標値設定

言語教育研究センター

教養教育改革 専門教育改革

語学教育改革

21世紀型学士課程教育
Actice Leaning による主体的学修力の涵養

松坂誠應 理事（教学担当）・副学長
長崎大学医学部卒業。専門はリハビ
リテーション科学・福祉工学、整形外
科学。英国サウサンプトン大学医学
部留学、長崎大学医学部教授、同学
部保健学科長を経て、2014年理事・
副学長に就任。片峰学長とともに大
学改革を推進する。

特  
集

国
立
大
学
改
革
の
新
局
面

─

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
　   

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
で
進
化
す
る
大
学

7
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日
本
初
の
本
格
的
な
国
際
大
学
と
し
て
大
分
県
別

府
市
に
設
立
さ
れ
た
「
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
」

（Ritsum
eikan A

sia Pacific University　
以
下
A
P
U
）。

世
界
50
か
国
か
ら
未
来
を
担
う
若
者
た
ち
を
集
め
、
と

も
に
学
び
相
互
の
文
化
や
習
慣
を
理
解
し
合
い
、
人

類
共
通
の
目
標
を
目
指
す
知
的
創
造
の
場
と
し
て

２
０
０
０
年
４
月
に
誕
生
し
た
。
こ
の
大
学
で
、
約
６

年
間
、
学
長
と
し
て
手
腕
を
振
る
っ
て
き
た
モ
ン
テ
・

カ
セ
ム
さ
ん
に
、
そ
の
時
の
経
験
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
「
A
P
U
は
設
立
時
、
基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、

留
学
生
を
50
カ
国
か
ら
受
け
入
れ
学
生
の
半
数
と
す
る

こ
と
、
教
員
の
半
数
を
外
国
人
と
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
し
た
。
私
が
学
長
に
就
任
し
た
時
、
50
カ
国

か
ら
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
他
は
未

達
成
で
し
た
。
私
は
坂
本
前
学
長
の
意
思
を
継
ぎ
、
ま

ず
そ
の
目
標
を
実
現
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
カ
セ
ム
さ
ん
が
最
初
に

行
っ
た
の
が
組
織
の
強
化
だ
っ
た
。

　
「
設
立
当
初
、
立
命
館
大
学
の
運
営
管
理
シ
ス
テ
ム

を
A
P
U
に
植
え
付
け
た
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
日

本
に
な
か
っ
た
新
し
い
大
学
で
は
適
応
し
な
い
部
分
も

あ
り
、
改
革
を
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
。
ほ
ぼ
半
数
の

使
命
は
大
学
の
理
念
を
達
成
す
る
こ
と
。

ま
ず
は
、
組
織
改
革
に
取
り
組
ん
だ

人
材
育
成
を
使
命
と
す
る
日
本
の
大
学
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
貢
献
す
る
強
い
志
を

も
っ
と
世
界
に
訴
え
る
べ
き
で
す
。

国土計画、都市工学、環境科学などの専門分野を活かし、
日本で幅広く活躍するスリランカ生まれのモンテ・カセムさん。
立命館アジア太平洋大学の学長に抜擢され、真の国際人を育成するため
積極的に大学改革を行ったカセムさんに、ガバナンス改革の経験、
日本の大学の未来像などをお聞きした。

前
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
長

学
校
法
人
立
命
館
評
議
員
・
理
事
補
佐

立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長

モ
ン
テ
・
カ
セ
ム

撮影／鈴木理策

Opinion
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教
員
と
学
生
が
外
国
人
と
い
う
国
際
的
な
組
織
の
た
め

に
出
て
き
た
矛
盾
で
す
。
最
初
、
学
生
た
ち
か
ら
不
安

の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
私
が
就
任
す
る
少
し
前
か
ら
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
“
新
し
い
学
長
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か

ら
落
下
傘
の
よ
う
に
大
学
に
降
り
て
き
て
、
我
々
の
悩

み
や
不
満
を
解
決
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
”
み
た

い
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
書
か
れ
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、
カ
セ
ム
さ
ん
は
と
こ
と
ん
学
生
た
ち
と
直

接
話
し
合
い
、
つ
い
に
彼
ら
を
味
方
に
つ
け
た
。
こ
こ

か
ら
カ
セ
ム
さ
ん
の
大
学
改
革
が
始
ま
っ
た
。

　

教
員
に
対
し
て
は
、
幹
部
職
員
が
戦
略
的
課
題
を
話

し
合
う
年
２
回
の
レ
ビ
ュ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
全
員
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
、
ま
た
、

外
国
人
教
員
が
自
由
に
意
見
を
言
い
情
報
を
共
有
で
き

る
よ
う
、
定
例
運
営
会
議
に
同
時
通
訳
を
入
れ
た
。

　
「
ま
ず
、
皆
が
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
環

境
作
り
が
必
要
と
考
え
た
の
で
す
」

　

学
内
の
体
制
を
整
え
た
カ
セ
ム
さ
ん
は
、
次
に
、
留

学
生
の
改
革
に
独
自
の
発
想
で
取
り
組
み
始
め
た
。

　
「
企
業
の
資
金
援
助
に
よ
る
奨
学
金
を
利
用
し
、
海

外
か
ら
ト
ッ
プ
学
生
を
入
れ
ま
し
た
。
す
る
と
、

A
P
U
の
評
判
が
広
が
っ
て
各
国
の
優
秀
な
学
生
が
自

然
と
集
ま
り
ま
し
た
。
次
に
学
生
た
ち
の
教
学
の
期
待

に
応
え
る
た
め
、規
模
を
拡
大
し
て
専
門
教
育
を
充
実

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
就
職
で
す
。当
初
、留
学
生
に
は
母

国
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
親
日
関
係
が
拡
大
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
の
企
業
か
ら
グ
ロ
ー
バ

ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
採
用
し
た
い
と
の
強
い
要
望

が
あ
り
、
日
本
で
の
就
職
に
も
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
当
初
の
40
社
が
ど
ん
ど
ん
増

え
、
今
で
は
４
０
０
社
以
上
が
採
用
の
た
め
A
P
U
を

訪
れ
、国
際
学
生
の
６
割
が
日
本
で
就
職
し
て
い
ま
す
」

　

カ
セ
ム
さ
ん
は
、
留
学
生
の
入
学
、
教
学
、
就
職
を

改
善
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
良
い
影
響
を
与
え
、

留
学
生
の
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

大
分
県
と
別
府
市
か
ら
多
額
の
補
助
を
受
け
て
設

立
さ
れ
た
A
P
U
に
と
っ
て
、地
域
貢
献
は
必
須
の
課

題
で
あ
っ
た
。２
０
１
０
年
に
公
表
さ
れ
た
大
分
県
実

施
の「
大
学
誘
致
に
伴
う
波
及
効
果
の
検
証
」に
よ
る

と
、A
P
U
誘
致
に
よ
り
人
口
減
少
へ
の
歯
止
め
効
果
、

地
域
の
課
題
解
決
や
教
育
面
で
の
貢
献
、
大
分
県
下
で

年
間
２
２
０
億
円
の
経
済
波
及
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
こ
の
結
果
を
見
た
時
は
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。ど
う
に

か
責
任
を
果
た
せ
た
と
。
ま
た
、
地
域
と
の
関
係
で
は
、

設
立
前
、
多
く
の
住
民
か
ら
留
学
生
増
加
で
病
気
や
犯

罪
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

本
学
の
留
学
生
が
地
域
住
民
と
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

で
、次
第
に
理
解
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
カ
メ
ル
ー

ン
の
留
学
生
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
時
、
彼
を
乗

せ
た
飛
行
機
が
飛
び
立
つ
ま
で
、
親
交
の
深
か
っ
た
地

域
の
方
々
が
ず
っ
と
付
き
添
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
話
を
聞
い
て
、地
域
が
本
当
に
こ
の
大
学
を
受
け

入
れ
て
く
れ
た
ん
だ
な
と
気
付
か
さ
れ
、
悲
し
い
出
来

事
で
し
た
が
嬉
し
く
も
思
い
ま
し
た
」

　

カ
セ
ム
さ
ん
の
大
事
な
目
標
で
あ
っ
た
「
愛
さ
れ
る

大
学
」
が
実
現
し
た
。

　

日
本
が
成
長
し
続
け
る
た
め
、
大
学
の
潜
在
力
を
最

大
限
に
引
き
出
す
こ
と
が
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。

海
外
の
高
等
教
育
事
情
に
も
詳
し
い
カ
セ
ム
さ
ん
に
、

日
本
の
大
学
が
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
る
の
か
伺
っ
た
。

　
「
欧
米
な
ど
で
は
高
等
教
育
を
産
業
化
し
て
い
く
べ

き
と
い
う
考
え
が
主
流
で
す
が
、
日
本
の
学
長
は
そ
れ

に
強
い
抵
抗
を
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
日
本
の
大

学
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
よ
う
な
結
論
に
結
び
付
け
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
そ
う
思
い
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
出
会
っ
た
日
本
の
学
長
は
、
次
世
代
の
担
い
手

を
育
て
る
と
い
っ
た
思
い
を
強
く
持
っ
て
大
学
を
運
営

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
の
大
学
が
誇
る
べ
き
優

れ
た
資
質
で
す
。
こ
の
こ
と
は
も
っ
と
世
界
に
訴
え
て

も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

入
学
、教
学
、就
職
を
改
善
す
る
こ
と
で
、

留
学
生
の
好
循
環
を
実
現
す
る

人
口
減
少
の
歯
止
め
な
ど
で
地
域
に
貢
献
。

A
P
U
は
愛
さ
れ
る
大
学
へ
と
成
長
し
た

高
等
教
育
の
産
業
化
へ
の
抵
抗
は

日
本
の
大
学
が
世
界
に
誇
る
資
質
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発
展
途
上
国
の
学
生
は
呑
気
な
こ
と
は
言
っ
て
い
ら
れ

な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
日
本
の
学
生
は
少
子

化
で
過
保
護
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
責
任
や
リ

ス
ク
を
背
負
う
と
い
う
こ
と
を
避
け
た
が
り
ま
す
。
し

か
し
リ
ス
ク
を
避
け
て
ば
か
り
い
る
と
日
本
は
発
展
し

な
い
と
思
い
ま
す
」

　

ま
た
、“
響
く
”
人
生
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
カ
セ
ム

さ
ん
は
言
う
。

　
「“
響
く
”
と
は
、
色
々
な
リ
ス
ク
が
あ
る
中
で
、
物

事
を
成
し
遂
げ
た
時
の
大
き
な
感
動
で
す
。
こ
の
感
動

は
、
創
造
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
大
き
い
。
だ
か
ら
学

生
に
は
、
好
奇
心
を
持
っ
て
勇
ま
し
く
人
生
を
歩
ん
で

欲
し
い
ん
で
す
」

　

18
歳
人
口
の
減
少
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
経
済
再
生
と
、

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
中
で
、
新
た

な
大
学
の
在
り
方
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
大
学

は
ど
こ
へ
向
か
っ
た
ら
良
い
の
か
。

　
「
18
歳
人
口
の
減
少
に
伴
い
大
学
の
規
模
を
縮
小
す

べ
き
と
言
う
方
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
反
対
で
す
。

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
で
は
、
高
等
教
育
が
十
分
で
な
い

国
が
多
く
あ
り
、
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
若
者
の
不
満

が
爆
発
す
る
と
思
い
ま
す
。
大
学
は
平
和
の
基
盤
作
り

の
架
け
橋
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
優
れ
た
理
念
を
持
っ

た
日
本
の
大
学
は
、
彼
ら
の
受
け
皿
に
な
る
に
相
応
し

い
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
興
国
と
の
貿
易
が

拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
日
本
の
国
益
に
大

き
く
貢
献
で
き
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
大
学

は
主
に
社
会
の
エ
リ
ー
ト
を
輩
出
す
る
存
在
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
社
会
全
体
、
一
般
人
の
だ
れ
も
が
知
的
向

上
が
で
き
る
存
在
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

が
発
達
し
た
現
在
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
活
用
し
た
大

学
像
が
次
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
で
し
ょ
う
」

　

国
立
大
学
で
は
法
人
化
後
、
国
に
時
代
に
あ
っ
た

様
々
な
縛
り
か
ら
解
放
さ
れ
、
各
学
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
下
、
大
学
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
カ
セ

ム
さ
ん
は
、
国
立
大
学
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

　
「
国
立
大
学
は
素
晴
ら
し
い
も
の
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
あ
ま
り
社
会
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本

の
教
員
は
自
分
の
研
究
を
ひ
け
ら
か
す
よ
う
な
も
の
の

言
い
方
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
大
学
を
宣
伝
し
て
く
れ

る
人
を
多
く
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。。
運
営
面
で
は
、

法
人
化
で
自
律
的
に
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

色
々
な
面
で
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
感
じ
ま
す
。
学
長

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
財
務
と

人
事
に
対
し
て
ど
の
程
度
影
響
力
を
発
揮
で
き
る
か
が

重
要
で
す
。
教
員
の
採
用
・
配
置
は
進
ん
だ
と
感
じ
ま

す
が
、
職
員
の
方
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
教
職
員
の
人

事
を
ど
の
よ
う
に
戦
略
的
に
考
え
て
い
け
る
か
、
も
う

一
歩
、
改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
の
運
営
に
関
し
て
は
、
す
ぐ
に
成
果
を

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
営
的
な
視
点
と
、
長
い
目

で
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
学
の
視
点
と
の
間
で
、
ミ

ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
ま
す
。
私
立
大
学
も
同
様
で
す
が
、

そ
の
溝
を
な
る
べ
く
埋
め
る
こ
と
が
運
営
の
鍵
で
す
。

こ
れ
は
企
業
経
営
よ
り
は
る
か
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

企
業
側
か
ら
大
学
の
改
革
が
遅
い
と
言
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
企
業
の
理
論
で
す
。
大
学
が

企
業
と
同
じ
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
必
ず
し
も
国
が
良

く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
が
功
利
主
義
に

傾
き
す
ぎ
て
、
社
会
が
弱
体
化
し
た
国
と
同
じ
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。

　

話
は
少
し
変
わ
り
ま
す
が
、
日
本
の
高
等
教
育
政
策

は
非
常
に
縦
割
り
だ
と
思
い
ま
す
。
国
公
私
立
が
も
っ

と
連
携
協
力
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

最
後
に
日
本
の
学
生
に
望
む
こ
と
を
尋
ね
た
。

　
「
今
の
学
生
は
勇
気
が
足
り
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

モンテ・カセム
（Monte Cassim）

1947年、スリランカ生まれ。スリランカ大学

建築学科を卒業後、スリランカ工学技術公団勤

務を経て、1972年国費留学生として来日。大

阪外国語大学（現大阪大学）、横浜国立大学大学

院、東京大学大学院で学ぶ。東京大学大学院工

学系研究科都市工学専攻工学修士、博士課程単

位取得満期退学。専門は国土計画、都市工学、環

境科学など。三井建設（現三井住友建設）、国際

連合地域開発センター勤務の後、1994年より

立命館大学教授。2004-09年立命館アジア太

平洋大学長、2004-12年学校法人立命館副総

長、2013-14年学校法人立命館総長特別補佐、

2012年より立命館大学国際平和ミュージア

ム館長、2014年より学校法人立命館評議員、

2015年より同理事補佐を勤める。

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
中
で
、

大
学
は
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
く

国
立
大
学
は
素
晴
ら
し
い
も
の
を
持
つ
。

さ
ら
に
改
革
を
進
め
て
欲
し
い

学
生
は
勇
ま
し
く
、
よ
り
独
創
的
に
。

〝
響
く
〟人
生
を
歩
ん
で
欲
し
い
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経
営
事
務
の
歴
史
的
機
器
を
保
存
す
る

「
経
営
機
械
化
展
示
室
」

神
戸
大
学

　

神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
の

「
経
営
機
械
化
展
示
室
」で
は
、
国
産

初
の
鐘
淵
実
業
製
パ
ン
チ
カ
ー
ド
・

シ
ス
テ
ム（
P
C
S
）機
器
な
ど
、
戦

中
・
戦
後
に
導
入
さ
れ
た
28
点
の
歴

史
的
機
器
を

保
存
・
展
示
し

て
い
る
。
国

産
P
C
S
機

器
は
、
日
本

初
の
経
営
学

博
士
で
あ
る

同
大
学
教
授
・

平
井
泰
太
郎
主
導
の
下
、
経
営
事
務

の
機
械
化
を
目
的
に
鐘
淵
実
業
、 

神

戸
製
鋼
所
、
東
芝
の
3
社
に
よ
っ

て
製
造
さ
れ
た
。
こ
れ
は
産
学
連

携
の
さ
き
が
け
と
も
言
え
る
も
の

だ
。
現
存
す
る
の
は
１
台
だ
け
で
、

２
０
１
４
年
に
は
、
そ
の
歴
史
的
価

値
が
評
価
さ
れ
、
社
会
科
学
系
の
施

設
と
し
て
は
初
め
て
「
情
報
処
理
学

会
・
分
散
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
博
物
館
」に

認
定
さ
れ
た
。
日
本
の
経
営
機
械
化

の
歩
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
実
物
展
示
と
な
っ
て
い
る
。

環境文化を発信する
「三重大学ミュージアム」

三重大学

　

世
界
一
の
環
境
先
進
大
学
を
目
指

す
三
重
大
学
で
は
、
環
境
教
育
・
研

究
の
世
界
的
拠
点
と
し
て
開
設
さ
れ

た
「
環
境
・
情
報
科
学
館
」、
ア
ン
ト

ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
設
計
の
国
登
録

有
形
文
化
財
の
「
レ
ー
モ
ン
ド
ホ
ー

ル
」、
同
大
学
の
歴
史
・
文
化
資
料
を

展
示
す
る
国
登
録
有
形
文
化
財
の

「
三
翠
会
館
」を
「
三
重
大
学
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」と
し
て
展
開
し
て
い
る
。

　

映
画
『
W
O
O
D 
J
O
B
!
〜
神

去
な
あ
な
あ
日
常
〜
』に
同
大
学
の

演
習
林
が
使
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
特

別
企
画
と
し
て
、
三
重
高
等
農
林
学

校
時
代
の
資
料
、
御
神
木
な
ど
の
映

画
の
小
道
具
、
森
の
生
態
や
林
業
の

変
遷
に
関
す
る
資
料
な
ど
を
３
館
で

展
示
。
地
域
の
小
中
高
校
生
や
住
民

を
対
象
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
を

行
う
な
ど
、
社
会
に
発
信
し
て
い
る
。

食
の
安
心
・
安
全
を
守
る
人
材
養
成
の
場

「
動
物
・
食
品
検
査
診
断
セ
ン
タ
ー
」

帯
広
畜
産
大
学

タ
ー
や
ベ
ッ
ト
ス
イ
ス

連
合
獣
医
学
部
と
の
国

際
連
携
も
開
始
し
た
。

　

検
査
診
断
業
務
を
通

じ
て
社
会
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
最
先
端
機
器

を
備
え
た
検
査
室
で
学

生
、
研
究
者
、
社
会
人
の
高
度
な
教

育
研
究
を
行
う
こ
と
で
、
世
界
で
活

躍
で
き
る
次
世
代
の
優
秀
な
人
材
を

育
成
す
る
。

　

帯
広
畜
産
大
学
で
は
、
食
品
に
よ

る
健
康
被
害
や
動
物
感
染
症
の
発
生

な
ど
食
の
安
心
・
安
全
に
関
す
る
問

題
を
解
決
す
る
た
め
、
学
内
共
同
教

育
研
究
施
設
と
し
て
２
０
１
４
年
、

「
動
物・食
品
検
査
診
断
セ
ン
タ
ー
」を

設
置
。
従
来
の
研
究
部
門
に
、
検
査

診
断
部
門
を
新
設
し
た
。
畜
産
学
部

の
あ
る
大
学
に
検
査
診
断
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
た
の
は
国
内
初
で
、
コ
ー

ネ
ル
大
学
の
動
物
衛
生
診
断
セ
ン

原
発
事
故
後
の
対
策
に
貢
献
す
る

「
環
境
放
射
能
研
究
所
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

福
島
大
学

　

例
え
ば
、「
計
測
法
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」で
は
放
射
性
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

の
迅
速
分
析
法
を
開
発
。
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
な
ど
に

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
「
存
在
形
態
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は

土
壌
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
捕
捉
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
マ
ッ
プ
を
作
成
。
農
産

物
へ
の
影
響
を
把
握
し
、
農
業
復
興

の
た
め
化
学
肥
料
の
検
証
実
験
を

行
っ
て
い
る
。

　

福
島
大
学「
環
境
放
射
能
研
究
所
」

は
、
東
日
本
大
震
災
の
原
子
力
発
電

所
事
故
を
契
機
に
２
０
１
３
年
発
足
。

翌
年
分
析
棟
が
完
成
し
、
ゲ
ル
マ
ニ

ウ
ム
半
導
体
検
出
器
や
電
界
放
出
型

透
過
型
電
子
顕
微
鏡
な
ど
、
多
種
多

様
な
分
析
機
器
を
設
置
し
た
。
主
に

放
射
性
物
質
の
移
動
経
路
を
解
明
す

る
た
め
、
河
川
湖
沼
・
森
林
・
海
洋
・

生
態
系
・
計
測
法
・
存
在
形
態
の
６
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
。

国
産
初
の
鐘
淵
実
業（
現
ク
ラ
シ
エ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）製

P
C
S
機
器
。

戦後木造モダニズムの
先駆者A・レーモンドの
「レーモンドホール」。

最
新
の
機
器
を
使
い
臨
床
検
体
の
微
生
物
を
調
べ
る
様
子
。

ストロンチウム分析機。

日
本
全
国
の
国
立
大
学
で
は
、文
化
財
指
定
の

歴
史
的
建
造
物
か
ら
、芸
術
・
文
化
施
設
、

最
先
端
の
研
究
施
設
な
ど
の
多
く
の
施
設
を

併
設
し
、地
域
の
人
々
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

今
号
で
は
そ
の
中
か
ら

８
大
学
の
施
設
を
紹
介
す
る
。



　

熊
本
大
学
に
は
、黒
髪
町
遺
跡
群
、

本
庄
遺
跡
、大
江
遺
跡
群
な
ど
、縄

文
時
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
８
遺

跡
が
存
在
す
る
。同
大
学「
埋
蔵
文
化

財
調
査
セ
ン
タ
ー
」で
は
、こ
れ
ら
貴

重
な
遺
跡
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
成

果
を
広
く
学
内
外
に
公
開
し
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
に
は
黒
髪
南
キ
ャ
ン

パ
ス
か
ら
縄
文
時
代
後
期
前
半
約

４
０
０
０
年
〜
３
５
０
０
年
前
の
墓

と
埋
葬
人
骨
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の

時
代
の
平
野
部
の
墓
に
埋
葬
人
骨
が

出
土
し
た
の
は
県
内
初
で
、
学
術
的

に
も
大
変
貴
重
で
あ
り
、
一
般
公
開

の
現
地
説
明
会
に
は
約
３
０
０
名
の

参
加
が
あ
っ
た
。
同
年
、
医
学
部
附

属
病
院
敷
地
内
で
江
戸
時
代
の
用
水

路「
三
の
井
手
」の
石
垣
を
発
掘
。
水

路
の
変
遷
解
明
は
当
時
の
社
会
の
変

化
を
解
く
鍵
に
も
な
り
、
近
世
・
近

代
史
の
研
究
に
寄
与
す
る
貴
重
な
発

見
と
し
て
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
は
遺
跡
の
宝
庫
!

調
査･
公
開
を
担
う「
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
」

熊
本
大
学

　

横
浜
国
立
大
学
（
Y
N
U
）
の
教

育
研
究
の
成
果
を
広
く
伝
え
る
た

め
２
０
１
１
年
に
建
設
さ
れ
た

「
Y
N
U
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」。
開
館

以
来
、
国
内
外
か
ら
多
数
の
来
館
者

が
あ
り
、
２
０
１
４
年
に
は
延
べ

３
０
０
０
人
を
超
え
た
。

　

館
内
の
常
設
展
示
エ
リ
ア
で
は
同

大
学
の
歴
史
・
現
在
・
未
来
に
関
す
る

展
示
や
研
究
室
に
代
々
受
け
継
が
れ

た
科
学
技
術
資
料
の
展
示
が
行
わ
れ
、

特
別
企
画
展
示
エ
リ
ア
で
は
中
西
準

子
名
誉
教
授
の
研
究
成
果
の
展
示
な

ど
、
同
大
学
と
ゆ
か
り
の
人
物
や
団

体
に
関
す
る
催
し
が
随
時
開
催
さ
れ

て
い
る
。そ
の
他
、海
外
の
研
究
者
と

の
懇
談
写
真
や
大
学
間
交
流
協
定
締

結
時
に
贈
与
さ
れ
た
記
念
品
な
ど
も

数
多
く
展
示
さ
れ
、
前
身
の
横
浜
師

範
学
校
の
設
置
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
１
４
０
年
に
及
ぶ
同
大
学
の
歴

史
を
伝
え
る
。

140年に及ぶ大学の
歴史を刻み続ける
「YNUミュージアム」

横浜国立大学

　

東
京
学
芸
大
学
の
正
門
を
入
る

と
目
に
と
び
こ
ん
で
く
る
け
や
き

広
場
。
そ
こ
に
天
然
木
に
よ
る

２
５
０
０
㎡
も
あ
る
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
を
設
置
し
た
。

　

樹
木
の
保
護
に
加
え
、
学
生
は

も
ち
ろ
ん
、
近
隣
住
民
の「
出
会
い
・

交
流
・
発
想
」が
生
ま
れ
る
空
間
と

な
っ
て
い
る
。
隣
接
の
附
属
図
書

館
は
、
現
在
改
修
中
で
、
改
修
後

の
２
０
１
５
年
５
月
に
は
広
場
と

一
体
と
な
る
予
定
だ
。

　

ま
た
そ
の
先
に
は
、
学
内
の
自

然
環
境
を
活
か
し
た
「
プ
レ
イ
パ
ー

ク
」が
あ
る
。
大
人
の
見
守
り
の
も

と
、
子
供
が
自
由
に
遊
べ
る
人
工

の
山
と
ビ
オ
ト
ー
プ
、
そ
し
て
水

車
小
屋
の
あ
る
広
場
は
、
午
後
に

な
る
と
子
供
た
ち
が
自
然
に
触
れ
、

自
由
に
遊
び
回
る
。

　

地
域
の
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連

携
し
て
運
営
し
て
い
る
こ
の
広
場

か
ら
は
、
毎
日
子
供
た
ち
の
歓
声

が
聞
こ
え
て
く
る
。

地
域
交
流
の
拠
点

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
と
プ
レ
イ
パ
ー
ク

東
京
学
芸
大
学

　

医
学
部
校
舎
と
し
て
利
用
し
て
い

た
旧
広
島
陸
軍
兵
器
補
給
廠

１１
号
館

を
改
装
し
、
１
９
７
８
年
に
国
立
大

学
医
学
部
初
の
資
料
館
と
し
て
設
置

さ
れ
た
広
島
大
学
医
学
部
「
医
学
資

料
館
」。
１
９
９
８
年
の
附
属
病
院

棟
建
て
替
え
の
際
、
建
築
学
的
価
値

が
高
く
、
被
爆
時
に
臨
時
救
護
所
と

な
る
な
ど
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
外
壁
の
被
爆
煉
瓦
や
石
材

を
再
利
用
し
、
外
観
を
そ
の
ま
ま
に

建
て
替
え
ら
れ
た
。

　

館
内
の
展
示
に
は
、
約
２
０
０
年

前
に
広
島
の
医
師
が
作
ら
せ
た
世
界

初
の
木
製
人
体
骨
格
模
型「
身
幹
儀
」

や
江
戸
時
代
に
杉
田
玄
白
ら
が
翻
訳

し
た「
解
体
新
書
」の
初
版
本
な
ど
約

５
０
０
点
、
和
洋
の
医
学
書
な
ど
約

３
６
０
０
冊
を
収
蔵
。
被
爆
関
連
の

資
料
も
展
示
し
て
お
り
、
学
内
外
の

医
師
や
医
学
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、

多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

被
爆
建
物
で
医
学
資
料
を
展
示
す
る

「
医
学
資
料
館
」

広
島
大
学

木
製
プ
ロ
ペ
ラ
な
ど
の
展
示
が
並
ぶ「
Y
N
U
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」の
科
学
技
術
資
料
展
示
。

被
爆
し
た
煉
瓦
や
石
材
を
使
い
再
現
さ
れ
た

医
学
資
料
館
。

墓と埋葬人骨の現地説明会の様子。

２
５
０
０
㎡
も
あ
る
大
き
な

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
。（
右
）

子
供
た
ち
に
開
放
さ
れ
る
プ

レ
イ
パ
ー
ク
。（
下
）
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地
元
の
夏
祭
り
で
お
囃
子
を
披
露
す
る「
弘
大
囃
子
組
」。

　

弘
前
大
学
の
サ
ー
ク
ル
「
弘
大
囃
子
組
」

は
、「
囃
子
で
み
ん
な
を
笑
顔
に
！
」を
モ
ッ

ト
ー
に
、
祭
り
の
お
囃
子
を
演
奏
し
た
り
、

子
供
た
ち
に
教
え
る
な
ど
の
地
域
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
結
成
の
き
っ
か
け
は
、
弘

前
城
築
城
４
０
０
年
記
念
の
市
民
企
画
イ

ベ
ン
ト
「
横
笛
で
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
！
」。
弘

前
大
学
か
ら
多
数
の
学
生
が
運
営
や
演
奏

に
携
わ
っ
た
。
こ
れ
に
参
加
し
た
学
生
た

ち
が
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
お
囃
子
の
演

奏
・
普
及
活
動
の
継
続
を
願
っ
て
「
弘
大
囃

子
組
」を
立
ち
上
げ
た
。

　

活
動
の
特
徴
は
お
囃
子
の
「
継
承
と
伝

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
医
学
科
６

年
の
田
代
燦
さ
ん
に
は
高
い
目
標
が
あ
る
。

そ
れ
は
鋭
い
リ
サ
ー
チ
・
マ
イ
ン
ド
を
持
っ

て
、
現
在
治
療
不
可
能
な
疾
患
に
対
す
る

内
科
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
見
出
だ
し
、
最
先

端
医
療
を
行
う
こ
と
だ
。

　

目
標
実
現
に
向
け
て
、
田
代
さ
ん
は

２
０
１
４
年
４
月
か
ら
２
ヶ
月
間
米
国

ハ
ー
バ
ー
ド
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
に
留

学
し
た
。
米
国
の
臨
床
実
習
は
学
生
自
身

播
」。
地
元
の
奏
者
の
指
導
で
、
弘
前
市
・

青
森
市
・
黒
石
市
な
ど
地
域
ご
と
に
異
な
る

ね
ぷ
た
囃
子
や
岩
木
山
参
詣
の
「
登
山
囃

子
」な
ど
、
地
域
の
民
俗
行
事
に
伝
わ
る

様
々
な
お
囃
子
を
学
ん
で
、
青
森
の
伝
統

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
次
世
代
へ
の
継

承
を
担
う
。

　

ま
た
地
域
と
一
体
に
な
っ
た
「
町
作
り
」

も
サ
ー
ク
ル
の
大
事
な
活
動
だ
。
弘
前
市

の
支
援
を
受
け
、「
囃
子
で〝
わ
”を
広
げ
よ

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開
し
、
小
学
生
に

お
囃
子
を
教
え
た
り
、
敬
老
会
や
高
齢
者

施
設
で
演
奏
し
た
り
、
年
間
約
40
箇
所
も

の
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
に
足
を
運
ぶ
。

子
供
た
ち
は
間
近
で
聞
く
演
奏
に

大
喜
び
。
高
齢
者
は
長
年
親
し

ん
だ
ね
ぷ
た
の
音
色
に
魅
せ
ら
れ
、

手
拍
子
を
し
た
り
踊
っ
た
り
、
会

場
は
笑
顔
に
包
ま
れ
る
。
ま
さ
に

囃
子
の
〝
わ
”
が
広
が
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
の
だ
。

　

地
域
の
人
々
と
学
生
の
「
や
さ

し
い
思
い
」が
一
体
と
な
っ
た
「
弘

大
囃
子
組
」。
市
民
か
ら
の
暖
か

い
声
援
を
受
け
て
、
今
日
も
元
気

に
活
動
す
る
。

が
患
者
の
症
状
・
疾
患
・
治
療
法
に
つ
い
て

吟
味
し
た
上
で
、
先
輩
医
師
に
プ
レ
ゼ
ン

し
、
議
論
し
な
が
ら
医
学
の
理
解
を
深
め

て
い
く
の
が
基
本
ス
タ
イ
ル
。
語
学
力
は

も
ち
ろ
ん
、
高
い
洞
察
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
「
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
実
習
で
先

輩
医
師
の
プ
レ
ゼ
ン
直
後
に
、
じ
ゃ
あ
や
っ

て
み
よ
う
か
、
と
指
導
教
員
に
言
わ
れ
た

こ
と
で
す
。
失
敗
を
恐
れ
ず
に
ト
ラ
イ
す

る
こ
と
が
一
番
大
事
で
あ
る
こ
と
を
再
確

認
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
で
は

日
本
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
多
く
の

最
新
治
療
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本

も
日
本
発
の
治
療
法
を
世
界
に
発
信
で
き

る
レ
ベ
ル
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

将
来
最
先
端
で
活
躍
し
、
医
療
レ
ベ
ル
の

向
上
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
」と
語
る
田
代
さ
ん
。

　

実
習
先
の
病
院
の
階
段
に
は
こ
ん
な
言

葉
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。「
成
功
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
存
在
し
な
い
。
諸
君

は
階
段
を
登
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
」。

田
代
さ
ん
は
ま
だ
夢
へ
の
階
段
を
登
り
始

め
た
ば
か
り
だ
。

伝
統
文
化
を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め

お
囃
子
の“
わ
”で
地
域
を
繋
ぐ

弘
前
大
学
／
弘ひ

ろ
だ
い大
囃は

や

し子
組ぐ

み

メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
目
指
し
、

ハ
ー
バ
ー
ド
で
臨
床
実
習
に
励
む

東
京
医
科
歯
科
大
学
／
田
代 

燦あ
き
ら

さ
ん

米国ブリガム・アンド・ウィメンズ病院の看護師たちと談笑する田代さん。
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名
古
屋
工
業
大
学
の
課
外
活
動
団
体
「
ロ

ボ
コ
ン
工
房
」は
、「
N
H
K
大
学
ロ
ボ
コ
ン

２
０
１
４
」で
優
勝
し
、日
本
代
表
と
し
て

世
界
大
会
「
A
B
U（
ア
ジ
ア
太
平
洋
放
送

連
合
）ア
ジ
ア・太
平
洋
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
１
４
イ
ン
ド
・
プ
ネ
大
会
」に
日
本

代
表
と
し
て
出
場
し
、
準
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

ロ
ボ
コ
ン
と
は
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
て
課

題
を
ク
リ
ア
し
、
タ
イ
ム
を
競
う
ロ
ボ
ッ

ト
の
競
技
会
で
、「
A
B
U
ロ
ボ
コ
ン
」の

日
本
代
表
を
選
考
す
る
大
会
が
「
N
H
K
大

学
ロ
ボ
コ
ン
」だ
。
２
０
１
４
年
の
競
技
課

　

徳
島
大
学
総
合
科
学
部
３
年
の
武
知
実

波
さ
ん
は
、
県
内
初
の
女
性
プ
ロ
サ
ー

フ
ァ
ー
で
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
50
位
（
2
月

24
日
現
在
）だ
。

　

小
学
４
年
の
時
、
サ
ー
フ
シ
ョ
ッ
プ
を

営
む
両
親
の
影
響
を
受
け
、
サ
ー
フ
ィ
ン

を
始
め
た
。
ア
マ
チ
ュ
ア
時
代
は
「
Ｉ
Ｓ
Ａ

（
国
際
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
）
世
界
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
権
大
会
」
ガ
ー
ル
ズ
ク
ラ
ス
に
、
日
本

代
表
と
し
て
４
年
連
続
出
場
。
中
学
２
年

の
時
に
、
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ー
フ
ィ
ン
選

手
権
の
代
表
に
選
ば
れ
、
初
め
て
海
外
遠

征
を
経
験
し
、
世
界
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
痛

感
し
た
。
そ
の
後
も
日
本
代
表
の
座
を
守

り
、
高
校
３
年
の
時
に
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー

に
認
定
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
日
本
プ
ロ

サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
）
に
所
属
す
る
現
役
プ
ロ

サ
ー
フ
ァ
ー
で
、
現
役
女
子
大
生
は
珍
し
い
。

　

大
学
入
学
後
は
サ
ー
フ
ィ
ン
部
を
設
立

し
、
サ
ー
フ
ィ
ン
初
体
験
の
部
員
の
指
導

に
当
た
っ
て
い
る
。
大
学
１
年
の
時
に
は
、

地
元
の
「
阿
南
ふ
る
さ
と
大
使
」に
も
選
ば

れ
た
。
Ｊ
Ｐ
Ｓ
Ａ
公
認
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー

と
し
て
年
に
２
～
３
ヶ
月
は
海
外
遠
征
が

あ
り
、
学
生
生
活
と
の
両
立
は
並
大
抵
で

は
な
い
。

題
は
「
シ
ー
ソ
ー
」、「
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
」

「
ブ
ラ
ン
コ
」、「
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
」の
４
つ
。

ロ
ボ
コ
ン
工
房
は
イ
ン
ド
の
プ
ネ
で
開
催

さ
れ
た
世
界
大
会
で
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち

上
が
り
、
準
決
勝
で
タ
イ
の
ト
ゥ
ラ
キ
ッ

ト
バ
ン
デ
ィ
ッ
ト
大
学
に
勝
利
し
、
決
勝

に
進
出
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
ベ
ト
ナ
ム
の
ラ
ク
ホ
ン
大

学
に
惜
し
く
も
敗
れ
た
も
の
の
、
初
出
場

で
準
優
勝
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
競
技
を

ク
リ
ア
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
の

ユ
ニ
ー
ク
さ
が
評
価
さ
れ
て
、
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
あ
る
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
「
ア
イ

デ
ィ
ア
賞
」と
大
会
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
株

式
会
社
ナ
ガ
セ
か
ら
贈
ら
れ
る
「
ナ
ガ
セ

賞
」を
受
賞
し
た
。

　

世
界
大
会
の
直
前
に
は
安
倍
晋
三
内
閣

総
理
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
、
競
技
課
題
の

１
つ「
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
」を
実
演
し
た
。

　
「
ロ
ボ
コ
ン
工
房
」へ
の
大
学
か
ら
の
支

援
は
他
団
体
と
同
様
で
あ
り
、
少
な
い
資

金
の
中
、
圧
倒
的
な
技
術
力
と
チ
ー
ム
力

に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
結
果
を
残
し
た
こ

と
で
も
大
き
く
評
価
さ
れ
た
。
大
会
の
様

子
は
テ
レ
ビ
で
も
放
送
さ
れ
、
多
く
の
ロ

ボ
コ
ン
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
た
。

　
「
学
校
と
練
習
と
で
大
変
で
す
が
、
サ
ー

フ
ィ
ン
を
勉
強
が
で
き
な
い
言
い
訳
に
し

た
く
な
い
ん
で
す
。
プ
ロ
の
世
界
は
厳
し

い
で
す
が
、
世
界
ツ
ア
ー
を
転
戦
す
る
こ

と
で
様
々
な
経
験
を
積
み
、
同
時
に
大
学

で
の
勉
強
を
通
し
て
自
分
を
高
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」と
話
す
武
知
さ
ん
は
、

時
間
を
最
大
限
に
有
効
活
用
し
て
頑
張
っ

て
い
る
。

　

将
来
は
、
大
学
在
学
中
に
学
ん
だ
経
験

を
活
か
し
て
、
社
会
や
サ
ー
フ
ィ
ン
業
界

に
自
分
に
し
か
で
き
な
い
方
法
で
貢
献
し

て
い
き
た
い
、
と
目
を
輝
か
せ
て
い
る
。

国立大学では大学独自のユニークな授業が行われる一方、課外活動で全国
大会、世界大会で活躍する学生たちも大勢いる。ここでは授業や課外活動
に真剣に取り組む学生、グループの活動を紹介する。

武知さんの華麗なライディング。

イ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
世
界
大
会
準
決
勝
の
様
子
。

初
出
場
し
た
ロ
ボ
コ
ン
世
界
大
会

「
Ａ
Ｂ
Ｕ
ロ
ボ
コ
ン
」で
見
事
準
優
勝
！

名
古
屋
工
業
大
学
／
ロ
ボ
コ
ン
工
房

世
界
ツ
ア
ー
に
挑
む

徳
島
県
初
の
女
性
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
！

徳
島
大
学
／
武
知
実
波
さ
ん
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